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【は じめ ｝、1 英国 で は S の 総傭 量 ・・pN，　Ct・ ud ・d・P・・1・i・・ （雲沈着）の 割 合は全体の 5％膿 と見積 S られ

て い る （乾性黼 ，約 4・・

／。
，湿麒 二着 ・ 約 5・％ ）

11

．しか し、F・ w1 ・・ らは 湿 地 で は 水分沈着 量の 2°％が・隷

斜 で は 3。．5。％ が數 着に よ る ・ とを儲 し て 齣
21
、降水 ・・hft分灘 比は 2−2・ 倍骰 で 概ね 5 倍鯲 の

濃麟 があ る ． と
」〕

を 考える と鍬 着量ts．　 tu性 沈 龍 （降水は る zaga ） の 1−5 倍 の 割合を 占める地域

がある こ と に な る識 が 国 で も ，
・】・林 らは 六 Ltl・iliの 麟 に て 霧 （地面 に接 した雲 ） に よ る 水分沈静 力構

縄 の 。．9．S．S ｛9　t、　S、
・
」 ・ と 、 NH ∴ H

＋
，　N・

、

・
及 び S・

、

2一
σ・雲 沈着量は 湿 性螻 沈龍 の 85−92°

／・ を S　
Ltiめ る こ と

を儲 し て い る
・

  ．ヒ記 の こ とカ・ら汰 気汚染物質の 沈齷 を把握 ゴる た め に は ・湿性及 び難 沈着a’他に

tt・tt着 を評価す る こ とが 鹸 と価 、，そ こ で 鍬 着 の 茜価 の 第
・
段階 と 1・．（・　 ・lt海道を例 に 雲 に l」bi しる 地

域の 推定を試み た の で 報告す る。
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騰奮幽騨潔離

との 比較を 行 っ た、

蠶鷲煢禦挙鸚、踉濃、畿
観

望彦諾蹇縛砦獅漏蠶鷙鶲蠶繁靉窟舗鷺
出 され た 持上麟 高度は極め て よ くa 致 した。 こ れ らの 徽 差 （観測点 4・・m と持 上 驫 高即 強 た だ し

持一1：凝結高度 ＞ 400m の 場 合は O とする ） の 積算値 と霧水採取量 の 間 に は 正 の 相関関係 （r−＝e．6） が み られ た、／

なお ，黻 時 に は Gls ソ フ トを 用 L ・て 齪 し た 雲 の 覆われた地域 の 解析結果 に つ い て も儲 す る・
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．一一
観 測 され た婁低 高度　　…・・算 出した持 上 澱繕高度

　　 図 1 蜜 低 高度の 観測 値 と算出値
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　　lllllllllllilil蕪 1蕪 llllll誌 誠 1
　　　　　　　　　　　 畳藻岩山に おける霧 艶生 観測時 面 　　　　

一 算出 した持 上凝 結高度

　　　　　　　　　　　　 図 2 札 幌 に お け る 霧発 生時間帯 と雲 低 高 度 の 算出値
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